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令
和
３
年
も
桜
の
咲
く
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
と
は
云
え
、
気
楽
に
桜

見
物
の
行
え
る
春
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
が
１
年
を
越
え
、
三
密
を
避
け
マ

ス
ク
を
付
け
る
日
々
が
未
だ
に
続
い

て
い
ま
す
。

　

東
京
・
千
葉
・
埼
玉
と
神
奈
川
は

感
染
症
緊
急
事
態
宣
言
が
続
い
て
い

ま
す
。（
注
・
３
月
16
日
現
在
）
頼

み
は
ワ
ク
チ
ン
の
み
の
よ
う
で
す

が
、
こ
れ
も
ま
だ
、
先
の
よ
う
で
す
。

東
京
は
７
月
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
国
家
の
威
信
を

か
け
た
事
業
が
待
っ
て
い
ま
す
。
案

じ
て
も
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ
と

で
す
が
、
外
国
か
ら
大
勢
の
人
々
が

来
訪
、来
日
と
な
る
と
、パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
が
変
異
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
三
波
、

四
波
と
押
し
寄
せ
る
の
で
は
と
思
い

ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
お
元
気
で
日
々
を
過

ご
さ
れ
て
い
る
と
は
思
い
ま
す
が
、

お
大
事
に
し
て
下
さ
い
。
先
ず
は
健

康
で
す
。

　

錦
城
会
の
事
業
は
、
昨
年
よ
り
す

べ
て
キ
ャ
ン
セ
ル
と
な
っ
て
、
皆
様

と
お
会
い
す
る
機
会
が
無
く
な
り
ま

し
た
。
寂
し
い
限
り
で
す
。
事
業
の

計
画
だ
け
は
事
務
局
共
々
進
め
て
お

り
ま
す
。

　

詩
吟
・
詩
舞
の
日
々
の
稽
古
は
い

か
が
で
す
か
？　

出
来
て
い
る
教
場

と
出
来
な
い
教
場
が
あ
る
よ
う
で
す

が
？

　

私
は
、
一
週
間
に
一
度
か
二
度
、

本
部
に
出
か
け
ま
す
が
、
あ
と
は
机

の
前
で
、
漢
詩
（
中
国
漢
詩
・
日
本

漢
詩
）、
和
歌
、
新
体
詩
を
36
編
の

教
本
用
に
収
集
、作
曲
し
て
い
ま
す
。

あ
と
は
読
書
三
昧
で
す
。

　

テ
レ
ビ
は
Ｃ
Ｓ
テ
レ
ビ
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ

ニ
ュ
ー
ス
３
０
０
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
Ｃ

Ｎ
Ｎ
Ｊ
ニ
ュ
ー
ス
３
０
２
チ
ャ
ン
ネ

ル
・
Ｂ
Ｂ
Ｃ
ワ
ー
ル
ド
ニ
ュ
ー
ス

３
０
６
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
、
世
界
の

ニ
ュ
ー
ス
が
瞬
時
に
入
っ
て
来
ま

す
。
世
界
の
国
々
の
様
子
も
、昨
今
、

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
方
向
に
向
い
て

い
る
よ
う
で
、
ま
た
争
い
の
絶
え
る

こ
と
の
な
い
国
々
、ク
ー
デ
タ
ー
等
、

お
か
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
気

に
な
る
の
は
、
地
球
の
気
象
に
よ
る

災
害
（
地
震
等
）
で
す
。
文
明
科
学

が
進
歩
し
過
ぎ
、
地
球
が
病
ん
で
い

る
の
で
は
な
い
か
？

　

３
月
11
日
、
東
日
本
大
震
災
、
10

年
過
ぎ
て
も
癒
さ
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
東
京
大
震
災
も
近
い
と

云
わ
れ
て
い
ま
す
。
疫
病
・
大
震
災

は
、
大
昔
か
ら
世
の
中
に
は
絶
え
な

い
も
の
で
し
た
。
昔
は
神
仏
を
た
の

み
、
呪
術
・
宗
教
的
職
能
者
、
い
わ

ゆ
る
シ
ャ
ー
マ
ン
の
疫
病
退
散
祈
願

で
し
た
。
今
の
宗
教
人
は
科
学
文
明

の
進
化
に
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
？

　

今
読
ん
で
い
る
本
は
、「
世
界
の

な
か
の
日
本
宗
教
」
で
、
知
ら
な
い

こ
と
ば
か
り
で
す
。
い
か
に
浅
学
非

才
か
自
覚
し
て
い
ま
す
。
年
を
取
り

す
ぎ
て
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

本
の
中
で
『
和
歌
』
に
つ
い
て
あ
り

ま
し
た
の
で
、
ご
披
露
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
「
和
歌
」
と
い
う
日
本
で
生
ま
れ

た
韻
文
は
、
語
・
構
成
的
に
は
「
和
」

＋
「
歌
」
と
な
る
か
ら
、文
字
通
り
、

そ
れ
は
日
本
（
や
ま
と
）
の
歌
と
い

う
意
味
と
な
る
。「
歌
」
に
わ
ざ
わ

ざ
「
和
」
を
冠
し
た
名
称
が
付
け
ら

れ
た
目
的
の
一
つ
は
、
漢
文
で
書
か

れ
た
「
漢
詩
」
に
対
抗
・
対
峙
す
る

自
国
意
識
の
表
出
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　
「
和
歌
」
と
い
う
言
葉
が
、
い
つ

頃
生
ま
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
は
っ

き
り
し
た
年
代
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。

　

８
世
紀
に
編
纂
さ
れ
た『
万
葉
集
』

に
は
単
に
「
歌
」
と
あ
っ
た
の
に
対

し
て
、『
古
今
集
』
の
「
仮
名
序
」（
紀

貫
之
・
作
）
の
冒
頭
に
「
や
ま
と
歌

は
人
の
心
を
種
と
し
万
（
よ
ろ
ず
）

の
言
（
こ
と
）
の
葉
（
は
）
と
ぞ
成

り
け
る
。」ま
た「
真
名
序
」（
紀
淑
望
・

作
）
の
冒
頭
に
は
「
夫
（
そ
）
れ
和

歌
は
其
の
根
を
心
地
に
託
し
、
其
の

華
を
詞
林
に
発
す
る
者
也
」
の
「
や

ま
と
歌
」
＝
「
和
歌
」
が
現
れ
、
こ

れ
が
「
和
歌
」
の
最
古
の
例
と
目
さ

れ
る
。『
古
今
集
』
の
成
立
し
た
延

喜
五
年
の
少
し
前
に
紀
貫
之
・
紀
淑

望
等
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
と
見
て

よ
い
で
し
ょ
う
。

　

紀
貫
之
の
目
論
見
に
は
「
仮
名

序
」
に
あ
る
よ
う
に
「
和
歌
」
と
い

う
語
を
作
り
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

和
歌
と
漢
詩
を
対
峙
さ
せ
、
和
と
漢

と
を
対
等
化
し
、
文
化
的
日
本
を
自

立
さ
せ
る
こ
と
、
言
い
換
え
れ
ば
中

国
的
普
遍
文
化
に
対
す
る
日
本
的
個

別
文
化
の
独
立
宣
言
も
含
ま
れ
て
い

た
に
違
い
な
い
。
し
か
も
、
漢
詩
と

和
歌
は
対
等
と
云
う
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
和
歌
と
い
う
語
に
は
文
化
的

に
自
立
し
た
日
本
を
立
ち
上
げ
売
り

出
し
て
い
く
と
い
う
政
治
的
目
的
も

あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

だ
が
時
代
を
経
て
、
鎌
倉
末
期
以

降
、
さ
ま
ざ
ま
な
流
派
に
よ
っ
て
多

様
化
し
つ
つ
展
開
し
た
。『
古
今
集
』

注
釈
の
中
に
現
代
人
の
目
か
ら
異
様

と
し
か
見
え
な
い
よ
う
な
問
答
が
現

れ
る
。

（
次
頁
へ
続
く
）

ご
あ
い
さ
つ
と
私
の
日
々

　
　
　
　
　

（
一
社
）
詩
吟
朗
詠
錦
城
会
相
談
役　
　

山　

元　

錦　

城

　
　
　
　
　
　
　
　

詩
吟
朗
詠
錦
城
流
宗
家

本

部

の

動

き

(                )

２
・
11
・
16
よ
り

３
・
３
・
15
ま
で

A
A

A
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A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

　
　

５
日
∼
６
日　

茨
城
県
本
部
の

講
習
研
修
会
と
昇
格
審
査

11
月
28
∼
29
日　

鹿
児
島
県
本
部
の

昇
格
審
査　

12
月
４
日　

常
務
理
事
会
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冷
泉
家
流
と
さ
れ
る
「
古
今
注
」

の
冒
頭
に
「
問
い
て
曰
く
」『
今
の
歌

を
和
歌
と
名
付
け
る
事
、
い
か
な
る

故
ぞ
や
』
と
、答
え
て
曰
く
『
天
竺
（
て

ん
じ
く
・
イ
ン
ド
）
の
陀
羅
尼
の
梵

語
を
模
し
て
震
旦
（
し
ん
た
ん
・
中

国
）
詩
賦
を
つ
く
る
。
そ
の
震
旦
の

詩
賦
を
模
し
て
我
朝
（
日
本
）
の
歌

に
あ
る
に
よ
り
て
、
和
歌
と
名
付
け

た
る
也
。』「
此
の
義
あ
ら
ず
」
と
否

定
、
更
に
曰
く
、『
一
義
に
、
も
ろ
こ

し
の
詩
賦
を
ヤ
ワ
ラ
ゲ
た
る
に
よ
っ

て
和
歌
と
い
う
。
そ
れ
故
に
漢
土
と

い
う
も
、
わ
れ
ら
が
此
の
国
よ
り
は

る
か
に
思
い
や
る
お
り
に
こ
そ
、別
々

各
々
の
国
土
に
て
通
じ
通
ぜ
ず
と
云

う
事
も
あ
れ
、
天
朝
の
御
代
に
天
宮

に
て
見
給
う
時
は
皆
天
竺
（
イ
ン
ド
）

も
大
唐
も
御
足
下
な
れ
ば
、
何
事
か
、

み
そ
は
な
し
給
は
ざ
ら
ん
。
何
事
か
、

か
く
れ
も
あ
る
べ
き
。
そ
れ
は
、
あ

め
の
宮
に
お
わ
し
ま
し
し
時
よ
り
、

も
ろ
こ
し
も
天
竺
も
皆
、
御
足
の
下

に
て
、
見
し
り
給
う
事
也
。』

　

こ
こ
に
は
、
紀
貫
之
の
理
解
や
狙

い
と
は
全
く
異
な
る
「
和
歌
」
の
生

成
過
程
が
語
ら
れ
て
い
る
。

　

浄
土
宗
中
興
の
祖
と
も
呼
ば
れ
た

学
僧
聖
冏
（
し
ょ
う
げ
い
）
の
『
古

今
序
注
』
に
な
る
と
、
明
確
に
『
天

竺
の
梵
語
を
漢
土
に
し
て
翻
訳
す
る

は
、
ヤ
ワ
ラ
ゲ
知
ら
せ
た
る
也
。
其

の
漢
語
を
な
お
日
本
語
に
し
て
、
此

の
国
の
語
に
ヤ
ワ
ラ
ゲ
た
り
。
故
に

三
国
あ
い
、
ヤ
ワ
ラ
ゲ
た
る
故
に
大

和
歌
と
云
う
』
と
記
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
く
る
。「
和
歌
」
は
「
ヤ
ワ

ラ
ゲ
し
歌
」、「
大
和
歌
」
は
「
大
い

に
ヤ
ワ
ラ
ゲ
た
る
歌
」
と
い
う
意
味

と
な
る
。

　

震
旦
（
中
国
）
は
大
国
で
劣
等
感

を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
対
象

に
相
対
化
を
可
能
に
し
た
。
天
竺
・

震
旦
・
日
本
と
平
等
・
対
等
と
み
な

す
の
が
、
三
国
ヤ
ワ
ラ
ゲ
論
の
核
で

あ
っ
た
。

　

日
本
文
化
の
最
も
古
く
生
ま
れ

た
、そ
し
て
優
れ
た
文
学
で
あ
る「
和

歌
」
と
い
う
語
が
、
明
治
に
生
ま
れ

た
現
代
詩
人
の
新
体
詩
（
長
歌
）
の

出
現
に
よ
り
、三
十
一
（
み
そ
ひ
と
）

文
字
の
和
歌
が
短
い
だ
け
で
、「
短

歌
」
と
云
う
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で

す
。「
和
ら
げ
た
る
歌
」
の
「
和
歌
」

の
価
値
観
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
日
本
に
生
ま
れ
て

良
か
っ
た
と
は
思
っ
て
い
ま
す
が
、

日
本
は
母
国
語
を
大
切
に
し
な
い
国

に
な
っ
た
よ
う
で
、
世
界
語
で
あ
る

英
語
は
こ
れ
か
ら
の
世
界
で
必
要
で

あ
る
こ
と
は
も
っ
と
も
で
す
が
、
日

本
語
を
話
す
か
ら
日
本
人
な
の
で
、

外
来
語
の
日
本
語
化
が
進
み
す
ぎ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
小
学
校
で
美
し

い
国
語
を
教
育
し
な
け
れ
ば
、
日
本

の
固
有
の
文
化
が
消
滅
し
て
し
ま
い

ま
す
。

　

私
達
は
詩
吟
朗
詠
を
通
し
て
美
し

い
日
本
語
に
漢
詩
の
訓
読
み
、和
歌
・

俳
句
を
親
し
ん
で
い
ま
す
。
常
に
自

負
心
を
持
っ
て
大
切
に
し
て
い
る
毎

日
で
す
。
是
非
、
国
語
の
再
生
を
念

じ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
一
日
も
早
い

終
息
を
願
い
、皆
様
の
健
康
を
念
じ
、

筆
を
置
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

参
考
文
献

　

吉
川
弘
文
館
「
日
本
宗
教
史
（
２
）

世
界
の
な
か
の
日
本
宗
教
」
三
一
六

頁
・
前
田
雅
之
先
生
著
。

旧
い
文
章
『
』
の
所
は
、
旧
か
な
づ

か
い
で
し
た
が
、
読
み
づ
ら
い
の
で

現
代
か
な
づ
か
い
に
し
ま
し
た
。

 

♦
催
事
の
ご
案
内
♦
（
令
和
３
年
４
月
∼
４
年
３
月
）

◆
本
会
主
催　

◇
本
会
後
援　

◆
定
時
総
会
、
指
導
者
講
習
・
研
修

会

A
A

A
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A
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A
A

A
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A
A

A
A

A
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A
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A
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A
A

A
A

A
A

A
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A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

・
６
月
24
日
（
木
）
～
25
日
（
金
）

・
石
川
県
加
賀
市

◆
一
般
社
団
法
人
詩
吟
朗
詠
錦
城
会

全
国
大
会

・
９
月
26
日
（
日
）

・
函
館
市　

函
館
市
民
会
館

◆
指
導
者
講
習
・
研
修
会

・
2
月
24
日
（
木
）
～
25
日
（
金
）

・
場
所
未
定

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

あの日から10年　石巻市長の亀山紘様より、錦城会宛にお礼状が届きましたので、ご紹介します。

2011年3月11日

あの日　すべてが変わってしまいました

「行ってきます」と出てきた家も　「いってらっしゃい」と見送り　見送ってくれた家族も見慣れた景色も

さっきまで働いていた職場も　仲間も

どれか一つ欠けても立ち直れないような出来事を　一度にすべて失ってしまった人が　あの日どれほどいたでしょう

現状を知れば知るほど　絶望と深い悲しみに暮れる私たちに　発災後すぐに　国や県　他市町村をはじめ　様々な企

業・団体・個人の方々が　国内外から　沢山の手を差し伸べてくださいました

こんなにも　私たちを想ってくれる温かい手があることを　私たちは震災を通して知ることができたのです

その温かい手があったからこそ　今日の私たちがあり　石巻市があります

私たちは　差し伸べられた手を　“決して忘れてはならない”　そう心に刻み　生き残った者の使命として　後世へと

この震災を伝承し　手を差し伸べてくださった方々へ　感謝の心を忘れずに　これからも歩んでまいります

震災から10年　復興完結まであと一歩となりました

10年目の区切りとして　ここに石巻市民を代表して　心より感謝を申し上げます

令和３年３月　　　　　　　　　

石巻市長　亀山　紘　
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京
都
散
見

専
務
理
事　

草
彅
城
輝

　

一
日
乗
車
券
を
買
う
と
、
京
都
市

内
の
名
所
を
巡
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

北
大
路
、
大
徳
寺
の
道
路
の
反
対

側
に
建
勲
神
社
が
あ
る
。小
高
い
丘
、

船
岡
山
に
惹
か
れ
て
お
参
り
し
た
と

き
は
、
御
祭
神
は
お
ろ
か
創
建
者
も

知
ら
な
か
っ
た
が
、
参
道
を
若
い
女

性
が
三
々
五
々
歩
い
て
い
た
。
茶
店

で
聞
い
て
み
る
と
、
御
祭
神
が
ア
ニ

メ
で
取
り
上
げ
ら
れ
人
気
が
出
た
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

西
大
路
に
平
野
神
社
が
あ
る
。
御

祭
神
は
平
野
國
臣
？
と
思
っ
た
が
、

平
安
の
昔
か
ら
桜
の
名
所
と
し
て
知

ら
れ
た
神
社
だ
そ
う
で
あ
る
。

　

新
熊
野
神
社
、
新
日
吉
神
社
と
い

う
社
が
あ
る
。「
新
」
と
書
い
て
、

い
ず
れ
も
「
い
ま
」
と
読
む
が
、
源

平
騒
乱
の
時
代
に
お
名
前
を
見
、
騒

乱
の
種
も
ま
い
た
後
白
河
天
皇
（
法

王
）が
熊
野
に
34
回
参
拝
さ
れ
、も
っ

と
近
く
に
あ
る
と
い
い
の
に
と
言

わ
れ
神
社
が
建
て
ら
れ
た
と
い
う
。

従
っ
て
「
新
」
と
い
っ
て
も
千
年
近

く
昔
の
こ
と
で
あ
り
、
歴
史
の
都
躍

如
で
あ
る
。

　

舞
台
で
有
名
な
清
水
寺
に
「
田
村

堂
」
と
い
う
お
堂
が
あ
る
。
残
念
な

が
ら
、
中
を
拝
観
す
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
が
、
坂
上
田
村
麻
呂
の
人

柄
に
触
れ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

　

音
羽
の
滝
の
前
の
道
を
行
く
と
や

が
て
山
道
に
な
る
が
、
清
閑
寺
に
着

く
。
こ
こ
は
、
西
郷
と
月
照
が
憂
国

の
談
義
を
し
た
と
こ
ろ
で
、
源
平
の

時
代
ま
で
遡
る
と
悲
恋
の
小
督
の
局

が
剃
髪
さ
せ
ら
れ
、
京
都
恋
し
や
と

涙
を
流
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
る

ほ
ど
、遠
く
に
京
都
の
町
が
見
え
る
。

し
か
し
、
小
督
は
、
今
は
最
愛
の
人

の
傍
ら
に
葬
ら
れ
て
い
る
。
お
墓
に

参
拝
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

そ
の
な
ぜ
か
は
、
ご
自
身
で
確

か
め
る
こ
と
を
お
薦
め
す
る
。

　

京
都
の
紅
葉
は
、
橋
の
上
か

ら
も
み
じ
を
見
下
ろ
す
こ
と
が

で
き
る
東
福
寺
が
有
名
で
あ
る

が
、
永
観
堂
も
紅
葉
の
名
所
だ

そ
う
だ
。
も
み
じ
の
時
期
で
な

く
と
も
こ
の
永
観
寺
に
は
足
を

運
ん
で
欲
し
い
。
こ
の
お
寺
が

有
名
な
の
は
「
見
返
り
阿
弥
陀

如
来
」
で
あ
る
。
な
ぜ
か
お
顔

を
左
に
向
け
て
お
ら
れ
る
。
私

は
、『
も
う
行
っ
ち
ゃ
う
の
？

も
っ
と
拝
ん
で
い
き
な
さ
い
。』

と
言
わ
れ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

こ
の
お
寺
に
お
参
り
し
て
欲
し

い
の
は
、
日
本
最
古
の
今
様
の

詩
碑
が
在
る
か
ら
で
も
あ
る
。

　

ち
な
み
に
最
新
の
詩
碑
は
、
出
雲

大
社
に
在
る
。
も
う
一
つ
永
観
堂
で

見
て
欲
し
い
の
は
「
三
鈷
の
松
」
で

あ
る
。
三
鈷
の
松
は
、
東
京
の
哲
学

堂
公
園
に
も
あ
る
し
、
全
国
所
々
に

あ
る
よ
う
だ
。

　

永
観
堂
の
横
、
哲
学
の
道
を
横
切

り
山
道
を
行
く
と
、
同
志
社
大
学
の

創
立
者
・
新
島
襄
の
墓
所
が
あ
る
。

途
中
で
道
を
教
え
て
く
れ
た
人
が
、

『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
に
取
り
上

げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
ら
お
墓
が

綺
麗
に
な
っ
た
。』
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。

　

華
や
か
な
京
都
と
は
違
い
、
京
都

の
日
常
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の

が
錦
小
路
で
あ
る
。
た
だ
し
、
観
光

客
で
ご
っ
た
返
し
て
い
る
の

で
注
意
が
必
要
だ
。

　

錦
天
満
宮
の
参
道
だ
か
ら

錦
小
路
だ
が
、
面
白
い
の
は

鳥
居
の
両
端
が
家
屋
に
め
り

込
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。

一
見
の
価
値
は
あ
る
。
伊
藤

若
冲
は
、
こ
こ
の
出
身
で
あ

る
。

　

頼
山
陽
の
墓
所
と
書
斎
、

詩
吟
を
通
じ
て
日
本
史
に
触

れ
て
い
る
私
に
と
っ
て
、
興

味
の
尽
き
な
い
の
が
京
都
で

あ
る
。

　

前
文
が
長
く
な
っ
た
が
、

『
錦
友
』
を
お
読
み
い
た
だ

い
て
い
る
大
阪
に
お
住
ま
い

の
森
勇
二
郎
さ
ん
か
ら
、
テ

レ
ビ
で
放
送
さ
れ
た
石
川
丈

山
寺
、
石
川
丈
山
の
人
と
な
り
、
業

績
、
石
川
丈
山
作
「
富
士
山
」
を
な

ぜ
詩
吟
朗
詠
錦
城
流
の
基
本
譜
に
制

定
し
た
の
か
の
経
緯
に
つ
い
て
知
り

た
い
と
い
う
ハ
ガ
キ
が
寄
せ
ら
れ
、

そ
の
回
答
が
本
稿
の
主
題
で
あ
る
。

以
下
は
、
詩
仙
堂
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

も
参
照
し
て
記
す
。

　
「
詩
仙
堂
」
と
い
う
名
は
、
正
し

く
は
、
曹
洞
宗
の
詩
仙
堂
丈
山
寺
と

い
う
お
寺
だ
そ
う
だ
。
し
か
も
詩
仙

堂
は
凹
凸
窠
（
お
う
と
つ
か
＝
凹
凸

し
た
土
地
に
建
て
た
住
居
）
と
呼
ぶ

の
が
正
し
い
そ
う
だ
。
そ
れ
が
詩
仙

の
画
を
掲
げ
た
こ
と
か
ら
詩
仙
堂
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　

石
川
丈
山
は
、
天
正
11
（1

5
8
3

）

年
、
三
河
国
泉
郷
（
現
在
の
愛
知
県

安
城
市
和
泉
町
）
の
代
々
徳
川
（
松

平
）
家
に
仕
え
る
家
に
生
ま
れ
た
。

慶
長
３
（1

5
9
8

）
年
、
徳
川
家
康

の
近
習
と
な
っ
た
。

　

大
坂
夏
の
陣
で
軍
令
に
反
し
て
抜

け
駆
け
を
し
、
家
康
の
譴
責
を
受
け

浪
人
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
病
気
が

ち
な
母
を
養
う
た
め
、
紀
州
（
和
歌

山
県
）
の
浅
野
家
に
仕
官
し
、
浅
野

家
の
転
封
に
従
っ
て
安
芸（
広
島
県
）

で
13
年
ほ
ど
過
ご
し
た
が
、
母
が
死

去
す
る
と
強
引
に
退
去
し
、
京
都
に

出
て
相
国
寺
の
近
く
に
睡
竹
堂
を
作

り
隠
棲
し
た
（
寛
永
13
年
）。

　

そ
の
後
、
洛
北
の
一
乗
寺
村
に
凹

凸
窠
を
建
て
て
終
の
棲
家
と
し
た

（
寛
永
18
年
）。

　

こ
の
と
き
、
洛
東
の
歌
仙
堂
に
倣

い
、
中
国
歴
代
の
詩
人
36
人
を
選
び

肖
像
画
を
四
方
の
壁
に
９
面
ず
つ
掲

げ
た
。
そ
の
た
め
凹
凸
窠
は
、
詩
仙

堂
の
名
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

石
川
丈
山
は
、
江
戸
初
期
の
武

人
で
あ
り
、
代
表
的
漢
詩
人
、
儒

学
、
書
道
、
茶
道
、
庭
園
設
計
に
も

精
通
し
て
い
た
。
煎
茶
の
祖
と
も
い

わ
れ
て
い
る
。
寛
文
12
年
５
月
23
日

（1
6
7
2

年
６
月
18
日
）
90
歳
で
亡

く
な
っ
た
。

　

次
に
、
詩
吟
朗
詠
錦
城
流
が
「
富

士
山
」
を
基
本
（
譜
）
に
し
た
経
緯

に
つ
い
て
記
す
。

山
元
錦

先
生
の
お
話

　
「
富
士
山
」
を
基
本
（
譜
）
に
し

た
の
は
、
富
士
山
は
日
本
の
象
徴
で

あ
り
、
日
本
中
知
ら
な
い
人
は
い
な

い
の
で
、
初
め
の
頃
、
流
祖
が
全
国

を
回
っ
て
指
導
す
る
と
き
に
、
初
め

て
の
人
に
も
わ
か
り
や
す
い
詩
で
あ

る
た
め
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

金
子
城
大
先
生
の
お
話

　

私
が
錦
城
流
を
始
め
た
昭
和
34
年

の
時
は
、
す
で
に
「
教
本
の
１
編
の

１
番
」
は
「
富
士
山
（
石
川
丈
山
）」

で
し
た
。
当
時
を
思
い
起
こ
す
と
、

錦
城
流
基
本
譜
が
、
故
丸
山
城
壮
先

生
に
よ
っ
て
、
絶
句
の
詩
文
４
行
を

１
行
ず
つ
横
に
し
て
、
４
段
と
し
、

７
線
を
書
き
、
節
調
に
合
わ
せ
て
、

流
祖
と
検
討
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た

が
、活
版
印
刷
（
活
版
か
ど
う
か
？
）

さ
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
錦
城
流

の
基
本
譜
の
誕
生
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
目
か
ら
学
ぶ
事

に
な
り
、
耳
学
問
だ
け
で
は
な
く
、

覚
え
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
吟
詠
を

習
う
人
に
と
っ
て
、
分
か
り
や
す
い

錦
城
流
と
な
り
ま
し
た
。

　

錦
城
流
が
な
ぜ
、「
富
士
山
」
を

基
本
譜
に
採
用
し
た
の
か
？
日
本
と

言
え
ば
富
士
山
、
詩
吟
と
言
え
ば
富

士
山
、
剣
詩
舞
と
言
え
ば
富
士
山
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

錦城流の基本（譜）が何故「富士山」か
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真
っ
白
な
　
雪
道
に
　
春
風
香
る

　
　
私
は
懐
か
し
い

　
　
　
　
　
あ
の
街
を
思
い
出
す

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
が
経
ち

ま
し
た
。
復
興
し
た
街
が
あ
り
、
先

の
見
え
な
い
廃
炉
作
業
は
今
も
続
い

て
い
ま
す
。
復
興
に
尽
力
さ
れ
て
い

る
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
、
震
災
で

犠
牲
と
な
ら
れ
た
多
く
の
方
々
の
ご

冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に

お
過
ご
し
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
感
染
予
防
の
為
、

行
動
制
限
と
な
り
一
年
半
、
や
っ
と

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
各
地
医
療
関
係
者

よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。
昨
年
、
コ
ロ

ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、
細
心
の
注
意
を

払
い
、
行
事
を
開
催
さ
れ
た
こ
と
を

錦
友
を
通
し
て
知
り
ま
し
た
。
先
生

方
の
熱
意
に
頭
が
下
が
る
と
共
に
、

何
も
出
来
て
な
い
こ
と
を
、
長
崎
県

の
皆
様
に
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り

ま
す
。
本
年
は
、
錦
城
会
会
長
・
城

戸
城
濤
先
生
の
「
恐
れ
過
ぎ
ず　

さ

れ
ど
侮
ら
ず
」
の
お
言
葉
を
胸
に
、

行
事
に
当
た
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

錦
城
流
は
、
創
流
67
年
目
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
（
そ
の
３
）

　

前
号
に
続
い
て
「
コ
ロ
ナ
禍
で
」
思
う
事
に
つ
い
て
今
号
も
３
名
の
本
部
長

さ
ん
か
ら
投
稿
を
頂
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

佐
世
保
も
錦
城
流
の
吟
声
が
聞
か
れ

る
よ
う
に
な
り
同
じ
く
67
年
目
と
な

り
ま
す
。
初
代
山
元
錦
城
（
旭
錦
）

先
生
が
、
佐
世
保
に
て
琵
琶
の
演
奏

を
さ
れ
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。
初

代
の
卓
越
し
た
演
奏
に
感
銘
し
、
即

弟
子
入
り
し
た
の
が
祖
母
（
夏
秋
錦

穂
）
で
し
た
。
当
時
の
琵
琶
人
を
礎

と
し
て
、
島
原
、
諫
早
、
長
崎
と
県

内
に
錦
城
流
が
浸
透
し
て
行
き
ま
し

た
。

　

私
は
、
祖
母
と
生
活
を
共
に
し
て

い
ま
し
た
の
で
、
自
然
と
吟
に
親
し

ん
で
い
た
よ
う
で
す
。
正
式
な
入
会

は
、
昭
和
45
年
５
月
で
す
。
鹿
児
島

か
ら
本
村
錦
香
（
緑
崇
）
先
生
が
、

詩
舞
の
ご
指
導
に
来
佐
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
か
ら
で
す
。
以
来
51
年
、

錦
城
流
の
吟
と
舞
、
後
に
琵
琶
を
学

ば
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
錦

城
流
の
格
調
高
い
吟
詠
と
舞
に
魅
了

さ
れ
て
い
る
の
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
宗
家
先
生
初
め
、
全
国
の
先
生

方
や
会
員
の
皆
様
と
の
絆
は
、
家
族

と
共
に
居
る
よ
う
な
心
地
好
さ
で
、

有
難
い
こ
と
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

今
、
高
齢
化
と
共
に
、
会
員
の
減
少

が
進
ん
で
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

思
い
つ
く
ま
ま
に　

そ
し
て
未
来
に
向
か
っ
て

長
崎
県
本
部
長　

後
藤　

錦
曜

　

錦
城
流
の
伝
承
は
、
最
重
要
課
題

で
す
。
錦
城
流
に
は
、
他
の
吟
会
に

類
を
見
な
い
琵
吟
舞
物
語
等
の
特
別

番
組
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
50
年
、
佐

世
保
で
開
催
さ
れ
た
全
国
大
会
で

「
中
国
の
春
」
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

中
国
の
東
屋
風
雛
壇
に
、
お
琴
、
尺

八
、十
七
絃
の
先
生
方
、
ハ
ン
ド
マ

イ
ク
を
手
に
両
袖
よ
り
移
動
し
な
が

ら
吟
じ
ら
れ
る
吟
者
の
姿
。
驚
き
の

演
出
で
し
た
。
内
弟
子
時
代
の
、
青

森
県
の
村
上
城
修
先
生
や
、
福
岡
県

の
東
本
錦
伶
先
生
の
「
尋
胡
隠
君
」

に
感
動
し
た
こ
と
も
思
い
出
し
ま

す
。
若
い
方
に
詩
吟
、
詩
舞
、
琵
琶

の
伝
統
文
化
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

習
い
た
い
と
思
っ
て
貰
え
る
よ
う
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
２
月
、
錦
友
三
〇
〇
号

記
念
師
範
吟
詠
発
表
会
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
た
め

に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
開
催
一
週
間
前
に
中
止
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
緊
急
事
態
宣

言
に
伴
っ
て
、
各
地
の
演
奏
会
や
イ

ベ
ン
ト
は
、
ほ
と
ん
ど
中
止
ま
た
は

延
期
と
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
何
も

考
え
ず
に
、
普
通
に
皆
様
に
お
会
い

し
、
普
通
に
吟
の
発
表
会
や
大
会
が

出
来
た
の
に
、
こ
れ
が
出
来
な
く

な
っ
た
の
で
す
。

　

大
阪
府
本
部
の
支
部
・
道
場
の
常

時
の
お
稽
古
も
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
、
令
和
２
年
６
月
頃
か
ら
は
、
感

染
拡
大
が
少
し
緩
や
か
に
な
っ
た
の

で
、
７
月
ぐ
ら
い
か
ら
少
し
ず
つ
稽

古
を
始
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

稽
古
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、

部
屋
の
換
気
、
手
指
の
消
毒
、
机
や

ド
ア
ノ
ブ
の
消
毒
、
マ
ス
ク
や
フ
ェ

イ
ス
シ
ー
ル
ド
の
着
用
、
皆
で
大
声

を
出
す
こ
と
は
止
め
て
、
稽
古
は
一

対
一
で
行
い
、
真
ん
中
に
ア
ク
リ
ル

パ
ネ
ル
を
置
き
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
に
は
、
ま
た
皆
様
と
お

会
い
で
き
る
と
信
じ
、
10
月
に
は
入

念
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
を
施
し
た
上
で
、
大
阪
府
本
部
理

事
会
を
開
催
し
、
１
年
間
の
予
定
も

決
め
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
に
な
る
と
、
ま
た
し
て

も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
第
３
波

が
や
っ
て
来
て
、
東
京
で
は
１
日
に

２
千
人
を
超
え
る
ま
で
に
感
染
が
拡

大
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
東
京
圏
の

み
な
ら
ず
、
大
阪
や
兵
庫
県
に
も
再

コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
頑
張
り
ま
す
！

大
阪
府
本
部
長　

塩
川　

錦
晃

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

度
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
た
め
に
、
１
月
24
日
に
予
定

し
て
い
ま
し
た
初
吟
会
は
、
中
止
の

止
む
な
き
に
至
り
ま
し
た
。
２
月
京

都
で
の
師
範
吟
詠
発
表
会
、
５
月
の

詩
舞
道
全
国
大
会
も
中
止
に
な
っ
た

の
で
、
私
た
ち
の
常
時
の
お
稽
古
も

中
止
す
る
べ
き
か
と
思
い
ま
し
た

が
、
こ
の
ま
ま
お
稽
古
を
中
止
し
て

し
ま
う
と
、
こ
れ
か
ら
ず
っ
と
稽
古

が
出
来
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
、
感
染
防
止
対
策
を
し
っ
か
り

と
し
て
、稽
古
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

た
だ
し
、
稽
古
へ
の
出
欠
は
、
各
自

の
自
己
判
断
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

大
阪
府
本
部
は
、
大
阪
府
と
兵
庫

県
と
奈
良
県
が
一
つ
に
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
緊
急
事
態
宣
言
の
出
て

い
る
大
阪
府
で
は
、
会
場
が
使
用
で

き
な
い
支
部
も
あ
り
、
そ
う
い
う
支

部
の
稽
古
は
中
止
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
兵
庫
県
と
奈
良
県
で
は
、
会
場

が
使
用
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、
稽

古
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
は
詩
吟
を
発
表
す
る
場
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
月
３
回
の
稽
古
の
中
で

詩
吟
が
で
き
る
喜
び
と
マ
ス
ク
や

フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
を
着
け
て
で
は

あ
り
ま
す
が
、
人
と
逢
え
る
喜
び
と

を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

早
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
収

束
し
て
、
皆
様
と
お
会
い
で
き
る
日

が
来
る
こ
と
を
心
よ
り
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

塩川錦晃
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静
岡
県
護
国
神
社
（
静
岡
市
）
境

内
に
殉
職
救
護
員
の
慰
霊
碑
が
建
立

さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
50
年
11
月
、

除
幕
式
に
当
た
り
、
流
祖
自
ら
碑
前

に
於
い
て
吟
詠
さ
れ
た
の
が
『
捧
従

軍
看
護
婦
戦
歿
者
霊
』（
22
編
）で
す
。

こ
れ
を
記
念
し
て
会
員
有
志
で
こ
の

詩
碑
を
供
え
、
毎
年
６
月
に
行
わ
れ

る
慰
霊
祭
の
折
に
、
県
本
部
会
員
に

よ
る
献
吟
慰
霊
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
カ
ル
チ
ャ
ー
ラ
ジ

オ
『
漢
詩
を
よ
む
』（
土
曜
夜
８
時

30
分
）
を
聴
き
ま
す
。
教
本
掲
載
詩

の
と
き
は
、
嬉
し
く
て
、
講
師
の
解

説
に
聴
き
耳
を
た
て
ま
す
。
加
賀
美

ア
ナ
の
朗
読
は
、
さ
す
が
プ
ロ
と
聞

き
惚
れ
ま
す
。
余
韻
に
浸
り
な
が
ら

錦
城
流
と
の
来
し
方
を
辿
り
ま
し
た
。

日
誌
を
追
い
な
が
ら
ア
ル
バ
ム
『
詩

吟
を
友
に
』
を
み
る
と
、
あ
れ
こ
れ

が
印
象
深
く
蘇
り
ま
す
。
筆
頭
は
、

一
昨
年
の
全
国
大
会
（
静
岡
）
で
す
。

コ
ロ
ナ
感
染
の
数
か
月
前
で
し
た
。

　

顧
み
る
と
、
大
会
が
県
本
部
の
話

題
に
浮
上
し
た
の
は
、
開
催
の
３
年

前
に
遡
り
ま
す
。
親
師
範
・
草
彅
城

輝
先
生
の
呼
び
掛
け
が
契
機
で
し

た
。
当
初
は
、
前
向
き
・
慎
重
論
が

交
錯
し
て
俄
か
な
意
見
統
一
は
困
難

で
し
た
。

　

や
や
あ
っ
て
、
未
開
催
県
は
、
全

国
で
も
僅
か
数
県
に
止
ま
る
中
で
、

本
州
の
中
央
に
位
置
し
、
交
通
至
便

で
温
暖
な
静
岡
が
有
力
候
補
と
知
り

ま
し
た
。
同
程
度
の
会
員
数
で
も
開

催
し
た
他
県
の
実
例
を
み
て
、
私
た

ち
の
『
や
る
気
』
が
あ
れ
ば
出
来
る

と
の
認
識
の
も
と
、
郷
土
の
Ｐ
Ｒ
の

こ
よ
な
い
機
会
と
捉
え
て
、
引
き
受

け
の
機
運
盛
り
上
げ
に
注
力
し
ま
し

た
。
２
年
前
に
念
願
の
会
場
（
静
岡

市
民
文
化
会
館
）
を
確
保
で
き
ま
し

た
。
以
降
の
準
備
は
、
経
過
に
あ
わ

せ
て
自
ら
シ
ナ
リ
オ
を
創
る
過
程
で

し
た
。
１
年
前
の
夏
、
準
備
が
佳
境

に
入
っ
た
時
、渡
邉
本
部
長
が
急
逝
、

遺
志
を
継
い
で
粛
々
と
作
業
を
進
め

ま
し
た
。『
準
備
の
現
況
・
今
後
の

取
組
み
と
課
題
』
に
つ
い
て
情
報
を

共
有
化
し
な
が
ら
、
恙
無
い
大
会
と

な
る
事
を
祈
り
つ
つ
開
催
当
日
を
迎

え
ま
し
た
。

　

出
吟
者
三
五
〇
人
を
お
迎
え
し
、

観
客
と
合
わ
せ
八
〇
〇
人
の
一
階
席

が
ほ
ゞ
埋
ま
り
ま
し
た
。
県
本
部
10

周
年
・
３
支
部
結
成
40
余
年
～
50
年

に
合
わ
せ
、
令
和
改
元
の
記
念
す
べ

き
年
の
開
催
と
な
り
、
次
な
る
大
会

に
繋
げ
ら
れ
ま
し
た
。
県
本
部
会
員

ひ
と
り
一
人
の
こ
の
上
な
い
喜
び
で

す
。
そ
の
陰
に
は
、
総
本
部
の
ご
指

導
、
隣
接
県
、
東
京
師
範
会
の
お
力

添
え
、
道
南
・
茨
城
県
本
部
様
の
助

言
等
々
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
記

し
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
め
げ
ず
工
夫
を
凝
ら

し
て
稽
古
し
て
お
ら
れ
る
各
地
の
実

例
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
も
会
場
の

確
保
可
能
な
支
部
・
教
場
は
、
三
密

回
避
は
も
と
よ
り
、
フ
ェ
イ
ス
シ
ー

ル
ド
・
ア
ク
リ
ル
板
・
手
指
消
毒
等

の
対
策
を
施
し
な
が
ら
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
を
見
据
え
て
稽
古
を
し
て
い
ま

す
。
本
号
が
届
く
頃
は
状
況
好
転
を

ひ
た
す
ら
に
祈
り
ま
す
。

錦
城
流
と
ほ
ゞ
半
世
紀

　
　

─
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
て
─

静
岡
県
本
部
長　

塩
澤　

城
佳

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

塩澤城佳

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

秋の叙勲で藍綬褒章を授賞
　

名
古
屋
千
種
支
部
で

支
部
長
を
務
め
る
総
教

師
範
の
伊
藤
錦
菖
先
生

は
、
昨
年
11
月
３
日
の

文
化
の
日
に
、
永
年
の

保
護
司
活
動
の
功
績
を

認
め
ら
れ
、
藍
綬
褒
章

を
授
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

授
賞
の
際
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
三
密
規
制
の
た
め
宮

中
で
の
天
皇
陛
下
の
拝

謁
、
授
賞
も
中
止
に
な

り
、
一
ヵ
月
以
上
遅
れ

て
12
月
末
に
や
っ
と
賞

状
が
届
き
、
名
古
屋
で

の
授
賞
式
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

保
護
司
活
動
に
携
わ
っ
て
22
年
、

社
会
復
帰
更
生
者
の
保
護
観
察
の
業

務
は
、
忍
耐
の
要
る
仕
事
で
、
月
２

～
３
回
の
対
象
者
と
の
面
接
で
は
、

予
定
を
反
故
さ
れ
た
り
連
絡
が
取
れ

な
く
な
っ
た
り
す
る
日
が
続
く
と
、

ま
た
過
ち
を
犯
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
心
配
に
な
り
、
本
人
か
ら
の

連
絡
を
待
ち
続
け
る
日
々
は
、
大
変

辛
い
そ
う
で
す
。
で
も
、
結
婚
後
、

子
供
を
連
れ
て
訪
ね
て
き
て
く
れ
た

時
は
、
と
て
も
嬉
し
く
て
、
や
り
が

い
の
あ
る
仕
事
に
関
わ
れ
て
幸
せ
だ

と
し
み
じ
み
思
う
そ
う
で
す
。

　

伊
藤
先
生
は
、
家
業
の
書
店
経
営

の
傍
ら
、
子
や
孫
た
ち
の
養
育
、
自

身
の
趣
味
（
琵
琶
・
茶
道
）
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
で
の
今
回
の
授
賞
は
、

先
生
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
の
賜
物
で
あ

り
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
会
員
で
計
画
し
て
い
る
お

祝
い
会
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
た
め
延
期
に
な
っ
た
の
で
、
一
日

も
早
い
コ
ロ
ナ
の
収
束
を
願
っ
て
い

ま
す
。

　

錦
城
会
会
員
の
減
少
が
続
く
中
、

先
生
に
は
健
康
に
気
を
付
け
ら
れ
て

錦
城
会
の
発
展
の
た
め
、
ご
尽
力
賜

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
名
古
屋
千
種
支
部　

山
田
城
篤
）

新
入
会
員
の
紹
介

（
11
／
24
∼
３
／
10
）　 

神
辺
支
部　

井
手
彩
子

大
隅
道
場　

尾
中
千
代
江

鹿
児
島
支
部　

前
園
エ
ミ
子　

松
下

治
子

水
戸
支
部　

豊
原
洋
子　

安
部
亜
由

美
守
山
支
部　

東
出
文
子　

藤
田
喜
代

子
ユ
ニ
オ
ン
サ
ー
ビ
ス
吟
詠
部　

枻
川

尚
久　

山
中
秀
朗

松
浦
支
部　

岡
田
洋
次　

水
田
妙
子

世
田
谷
支
部　

石
塚　

篤　

尾
藤
弘

子　

薄
倉
雄
一
郎

串
木
野
支
部　

峯
元
慧
子

大
和
道
場　

永
島
公
子

今
泉
延
命
寺
双
盤
講
保
存
会
吟
詠
部

横
川　

誠　

本
間
國
範　

根
本
泰

子
沼
隈
支
部　

箱
田
三
和
子

気
仙
沼
支
部　

横
田
八
代
子　

長
崎
支
部　

山
本
佳
寿
江

串
木
野
支
部　

木
場
和
代

野
洲
支
部　

田
中
佳
美

有
家
支
部　

山
崎
幸
子　

安
藤
征
子

玖
珠
支
部　

幸　

梨
香　

岩
本
里
穂
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今
年
の
元
旦
、
道
南
本
部
函
館
支

部
長
で
あ
り
広
報
担
当
の
竹
内
城
泉

師
範
か
ら
お
電
話
を
頂
い
た
。
道
南

本
部
機
関
紙
「
絆
」
を
出
し
た
い
、

専
務
理
事
と
し
て
投
稿
せ
よ
、
と
の

申
し
出
だ
っ
た
。賛
同
了
解
し
、久
々

パ
ソ
コ
ン
に
向
か
い
回
想
し
た
。
す

る
と
、
古
稀
で
あ
る
私
と
、
詩
吟
、

錦
城
会
、
道
南
本
部
と
は
何
だ
っ
た

か
を
思
い
返
す
貴
重
な
時
間
と
な
っ

た
。
支
部
長
に
は
良
い
機
会
を
頂
い

た
と
感
謝
し
た
い
。

出
会
い

　

私
は
大
学
１
年
生
の
春
、
18
歳
で

錦
城
会
に
入
会
し
た
。
大
学
で
詩
吟

部
に
入
部
、
そ
の
担
当
顧
問
で
師
範

が
草
彅
城
輝
先
生
で
あ
っ
た
関
係

で
、
必
然
的
に
錦
城
流
の
門
を
叩
く

こ
と
に
な
っ
た
。
部
活
動
の
ほ
か
、

週
１
回
、
火
曜
日
の
夜
、
世
田
谷
教

場
へ
稽
古
に
通
っ
た
。
そ
し
て
、
そ

こ
が
錦
城
流
宗
家
宅
で
あ
り
、
錦
城

会
総
本
部
だ
っ
た
。
そ
こ
に
は
菊
池

錦
遊
（
現
・
岩
堀
錦
游
）
さ
ん
、
錦

さ
ん
姉
妹
や
沢
山
の
社
会
人
の

方
々
が
稽
古
に
通
っ
て
い
た
。
ご
指

導
は
、
な
ん
と
流
祖
だ
っ
た
。
流
祖

は
、
私
が
学
生
だ
っ
た
か
ら
か
、
先

の
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
若
者
や
学
徒

兵
に
想
い
を
馳
せ
、
篤
く
愛
国
心
の

大
事
を
お
諭
し
く
だ
さ
っ
た
。

　

部
活
動
は
充
実
し
て
い
た
。
沢
山

の
友
情
も
培
っ
た
。
学
生
時
代
の
友

情
は
終
生
色
褪
せ
る
こ
と
は
な
い
。

再
会
の
機
会
は
さ
ほ
ど
な
い
し
、
す

で
に
幽
明
境
を
異
に
し
た
親
友
も
い

る
が
、
心
に
は
常
に
思
い
出
と
と
も

に
存
在
す
る
。

　

そ
の
大
学
生
活
も
卒
業
式
が
間
近

に
迫
っ
た
あ
る
日
、
東
京
に
残
留
す

る
と
決
め
て
い
た
私
に
、
総
本
部
か

ら
お
声
が
掛
か
っ
た
。
内
弟
子
と
な

り
詩
吟
の
芸
道
を
深
め
て
み
な
い
か

と
。
私
は
、
身
体
の
不
自
由
な
子
供

た
ち
の
通
う
養
護
学
校
の
教
員
資
格

を
取
得
す
る
目
的
で
、
東
洋
大
学
の

夜
間
部
に
通
う
こ
と
に
決
め
て
い

た
。
そ
こ
で
、「
住
み
込
ま
な
く
て

も
よ
け
れ
ば
お
願
い
し
ま
す
。」
と

お
返
事
申
し
上
げ
た
。

　

そ
れ
か
ら
５
年
、
流
祖
の
ご
指
導

を
仰
い
だ
り
、
流
祖
の
カ
バ
ン
持
ち

で
全
国
を
回
っ
た
り
、
遠
藤
城
啓
現

東
京
都
本
部
長
、
磯
野
城
司
氏
等
と

ト
リ
オ
で
連
吟
の
舞
台
を
何
度
も
踏

ま
せ
て
い
た
だ
い
た
。
将
に
詩
吟
三

昧
の
５
年
間
だ
っ
た
。

　

住
み
込
み
の
内
弟
子
方
は
、
ま
る

で
兄
弟
姉
妹
の
よ
う
に
温
か
い
絆
で

切
磋
琢
磨
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
し

て
、
総
本
部
に
は
、
夜
に
な
る
と
錦

城
会
の
役
員
方
が
そ
れ
ぞ
れ
会
務
遂

行
の
た
め
に
お
出
で
だ
っ
た
。
流
祖

を
ト
ッ
プ
に
、錦
城
会
を
盛
り
上
げ
、

組
織
化
さ
せ
た
、
そ
う
そ
う
た
る

方
々
を
私
は
間
近
で
拝
見
で
き
た
。

役
員
方
は
そ
れ
ぞ
れ
、
敗
戦
で
す
っ

か
り
自
信
を
無
く
し
た
国
民
に
、
詩

吟
を
通
じ
日
本
の
良
さ
、
日
本
人
の

精
神
の
気
高
さ
に
気
づ
い
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
、
骨
太
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
持
ち
だ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、東
京
で
の
生
活
は
、

流
祖
と
の
出
会
い
、
仲
間
と
の
出
会

い
、
全
国
の
師
範
の
方
々
と
の
出
会

い
と
い
う
一
生
の
財
産
を
い
た
だ
い

た
９
年
間
だ
っ
た
。
18
歳
で
詩
吟
を

選
択
し
て
以
降
、
末
広
が
り
の
運
命

が
展
開
で
き
た
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。

詩
吟
の
普
及
活
動

　

人
物
と
の
出
会
い
が
人
生
を
左
右

す
る
よ
う
に
、
時
代
の
変
化
は
、
生

活
様
式
や
仕
事
に
も
大
き
な
影
響
を

も
た
ら
す
。
可
能
な
限
り
時
代
を
先

取
り
し
て
、
進
取
の
精
神
で
詩
吟
を

普
及
さ
せ
た
い
。

　

中
学
生
の
頃
、
民
放
の
テ
レ
ビ
番

組
で
「
明
治
天
皇
」
と
い
う
ド
ラ
マ

が
あ
っ
た
。ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
と
、

「
明
治
天
皇
御
製
」
を
テ
ー
マ
曲
に

朗
々
と
歌
い
上
げ
て
い
た
の
が
印
象

的
だ
っ
た
。
そ
し
て
ド
ラ
マ
の
中
で

「
明
治
天
皇
御
製
」
の
朗
詠
が
バ
ッ

ク
音
楽
と
し
て
流
れ
た
こ
と
も
あ
っ

た
。
或
い
は
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の

「
上
杉
謙
信
」
や
「
白
虎
隊
」
で
も

詩
吟
が
効
果
的
に
使
わ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
中
学
校
の
国
語
の
先
生
が
授

業
中
、
中
国
の
漢
詩
を
吟
じ
て
く
だ

さ
っ
た
。
か
く
言
う
私
も
、
郷
里
の

青
森
で
私
立
高
校
の
教
員
と
な
っ
て

以
降
、
担
当
し
た
授
業
で
詩
吟
を
吟

じ
た
り
、
詩
吟
部
を
創
部
し
て
生
徒

を
指
導
し
た
り
し
た
。
職
務
上
、
町

に
教
場
は
開
設
で
き
な
か
っ
た
ま
で

も
、
地
域
社
会
へ
詩
吟
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
活
動
は
現
在
も
続
け
て
い
る
。

津
軽
の
風
土
と
詩
吟

　

青
森
県
は
、
よ
く
演
歌
で
は
雪
、

厳
寒
の
荒
海
、
侘
し
さ
等
で
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
う
い
う
厳

し
い
気
候
風
土
に
耐
え
て
い
る
か
ら

か
、
津
軽
人
の
気
質
は
、
津
軽
民
謡

や
ね
ぶ
た
に
そ
の
特
徴
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
ね
ぶ
た
は
、
大
袈
裟
で

派
手
、
そ
の
く
せ
ね
ぶ
た
の
踊
り
手

は
恥
ず
か
し
が
り
屋
で
、
顔
を
編
笠

で
隠
す
。
津
軽
民
謡
は
と
い
え
ば
、

発
声
も
、
節
回
し
も
常
人
は
真
似
が

で
き
な
い
よ
う
な
歌
い
方
を
す
る
。

つ
ま
り
、
寒
さ
に
耐
え
、
貧
し
さ
に

耐
え
、
じ
っ
と
こ
ら
え
て
生
き
て
い

る
か
ら
、
負
け
ず
嫌
い
で
、
熱
中
す

る
物
事
に
は
徹
底
的
取
り
組
む
気
質

な
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

私
の
現
住
所
は
青
森
県
平
内
町
で

す
。「
初
代
高
橋
竹
山
」生
誕
の
地
だ
。

ご
存
じ
の
と
お
り
、
津
軽
三
味
線
の

名
演
奏
家
で
世
界
的
に
も
名
声
を
馳

せ
た
人
で
あ
る
。彼
は
盲
目
だ
っ
た
。

そ
れ
で
親
が
食
べ
て
い
け
る
よ
う
に

と
、
幼
少
時
、
津
軽
三
味
線
を
習
わ

せ
た
。
彼
は
河
原
乞
食
の
よ
う
に
、

木
戸
口
に
立
ち
、
演
奏
を
し
て
お
礼

を
い
た
だ
く
と
い
う
生
活
を
長
年
続

け
、
一
時
代
を
築
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
彼
が
「
わ
た
し
は
食
う
た
め
に

稽
古
を
し
た
。
わ
た
し
に
は
こ
れ
し

か
な
い
」
と
、
言
う
。
一
流
を
極
め

た
方
の
珠
玉
の
言
葉
で
あ
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン

　

そ
れ
に
し
て
も
、
近
年
の
錦
城
会

の
会
員
減
少
の
み
な
ら
ず
、
詩
吟
人

口
の
高
齢
化
と
激
減
は
大
き
な
問
題

で
あ
る
。
詩
吟
を
廃
れ
ゆ
く
芸
能
に

し
た
く
は
な
い
。
も
っ
と
メ
デ
ィ
ア

は
吟
詠
家
や
吟
詠
フ
ァ
ン
を
取
り
上

げ
て
ほ
し
い
。
難
題
で
あ
る
だ
け
に

解
決
の
糸
口
は
そ
ん
な
に
簡
単
に
は

見
つ
か
ら
な
い
が
・
・
・
。

　

最
近
、
私
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、

や
む
な
く
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
会
議

を
体
験
し
て
い
る
。
在
宅
の
ま
ま
、

組
織
の
メ
ン
バ
ー
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
話
し
合
い
を
す
る
方
法
、
テ
レ

ビ
会
議
で
あ
る
。
学
校
の
授
業
や
会

社
の
仕
事
も
在
宅
で
行
う
時
代
に

な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
錦
城
会
の

方
々
と
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
情
報
交
換
や
話
し

合
い
を
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
会
議

は
も
と
よ
り
発
表
会
も
可
能
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
道
南
本
部
に
は
、
竹

内
城
泉
師
範
と
い
う
私
よ
り
ず
っ
と

若
い
中
堅
が
い
る
。
彼
の
研
究
心
と

実
行
力
に
期
待
し
て
い
る
。「
先
ず

隗
よ
り
始
め
よ
」
で
、
進
取
の
精
神

で
詩
吟
と
向
き
合
う
第
一
歩
に
な
れ

ば
と
思
っ
て
い
る
。

述
懐
（
思
い
つ
く
ま
ま
）

道
南
本
部
専
務
理
事　

村
上　

城
修
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
が
止
ま
ら
な
い
中
、
躊
躇
の
声

も
あ
り
ま
し
た
が
、
久
し
ぶ
り
に
仲

間
と
一
緒
に
吟
じ
た
い
と
の
要
望
が

強
く
、
令
和
２
年
10
月
31
日
（
土
）、

一
〇
〇
人
以
上
収
容
可
能
な
金
田
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
多
目
的
広
場

を
お
借
り
し
て
、
温
習
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

楽
し
い
ひ
と
時
、
近
江
八
幡
支
部
温
習
会

　

当
日
は
、
会
員
36
人
中
30
人
が
参

加
し
、
会
場
入
り
口
で
体
温
を
測
定

し
、
手
を
消
毒
し
て
マ
ス
ク
、
ま
た

は
当
日
配
布
し
た
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル

ド
を
し
、
密
を
避
け
て
席
に
着
き
ま

し
た
。
演
台
に
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
の
衝
立
を
置
き
、
吟
詠
の
後
に
は

一
回
一
回
マ
イ
ク
を
消
毒
す
る
な
ど

万
全
の
態
勢
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
は
、
最
初
に
「
富
士

山
」
を
合
吟
し
た
後
、ひ
と
り
一
人
、

得
意
の
吟
題
を
大
き
な
声
で
楽
し
み

な
が
ら
吟
じ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

久
し
ぶ
り
の
再
会
で
も
あ
り
、
マ
ス

ク
を
し
な
が
ら
会
話
が
弾
み
、
日
頃

の
自
粛
ム
ー
ド
か
ら
解
放
さ
れ
る
よ

う
な
一
時
を
過
ご
し
て
い
た
だ
い
た

と
思
い
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
工
夫
を
し
な
が
ら
、

会
員
の
皆
様
が
一
堂
に
会
し
、
笑
顔

で
会
話
を
し
、
自
ら
吟
を
詠
じ
、
仲

間
の
吟
詠
に
耳
を
傾
け
る
と
い
う
機

会
を
今
後
も
作
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

は
、
大
変
大
切
な
こ
と
だ
な
あ
と
痛

感
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
時
だ
か

ら
こ
そ
、
詩
吟
の
素
晴
ら
し
さ
が
会

員
間
で
再
確
認
さ
れ
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。
次
回
は
、
初
吟
会
の
予
定
で

す
。
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
近
江
八
幡
支
部　

中
江
城
義
）

◇
組
織
体
長
の
変
更
◇

名
古
屋
中
支
部
（
愛
知
）

 

支
部
長　

山
内
城
俊

阿
久
根
支
部
（
鹿
児
島
）

 

支
部
長　

坂
元
錦
歌

広
島
南
支
部
（
広
島
）

 

支
部
長　

豊
岡
錦
敬

三
菱
化
学
Ｏ
Ｂ
吟
詠
部
（
神
奈
川
）

 

吟
詠
部
長　

三
浦
城
範

　

令
和
２
年
11
月
20
日
、
午
後
１
時

よ
り
、
小
学
校
に
於
い
て
詩
吟
講
座

を
行
い
ま
し
た
。
松
浦
市
文
化
協
会

の
活
動
に
お
い
て
行
っ
た
移
動
文
化

祭
の
一
環
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
、

我
が
国
固
有
の
伝
統
文
化
に
触
れ
る

機
会
を
作
り
、
児
童
の
豊
か
な
感
受

性
を
育
み
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に

寄
与
す
る
こ
と
を
、
い
ま
一
つ
に

は
、
こ
の
伝
統
文
化
の
維
持
・
継
承

の
た
め
に
行
う
も
の
で
、
俳
句
、
琴
、

尺
八
、三
味
線
、
茶
道
、
華
道
、
日

本
舞
踊
、
詩
吟
、
歴
史
の
団
体
で
行

い
ま
し
た
。

　

詩
吟
は
、
５
年
生
15
名
の
指
導
を

行
い
ま
し
た
。
先
ず
、
漢
詩
の
勉
強

を
し
て
、
会
員
５
名
で
「
富
士
山
」

を
吟
じ
た
後
、
詩
の
意
味
、
内
容
を

説
明
学
習
し
た
後
、
発
声
の
コ
ツ
、

声
の
出
し
方
な
ど
を
指
導
し
、
全
員

で
吟
じ
ま
し
た
。

　

何
度
か
吟
じ
た
後
は
、
独
吟
出
来

る
児
童
も
い
て
、
詩
吟
に
関
心
を
持

つ
児
童
も
い
ま
し
た
。
今
後
も
機
会

が
あ
れ
ば
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
長
崎
県
松
浦
支
部
長
・
黒
川
城
廣
）

松
浦
市
志
佐
小
学
校
で

詩
吟
講
座
開
催

　

去
る
12
月
6
日
（
日
）、
水
戸
市

の
「
ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸
」

で
、
茨
城
県
本
部
の
温
習
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
拡
大
す
る
中
、
ホ
テ
ル
側

と
一
体
と
な
っ
て
、「
検
温
」「
手
指

の
消
毒
」「
座
席
の
配
置
」
な
ど
、「
三

密
」
回
避
と
と
も
に
、
吟
詠
者
用
の

マ
イ
ク
に
は
、
専
用
の
カ
バ
ー
を
着

け
、
10
人
毎
に
マ
イ
ク
を
交
換
、
更

に
演
壇
か
ら
１
メ
ー
ト
ル
前
に
飛
沫

対
策
用
の
衝
立
を
設
置
す
る
な
ど
安

全
確
保
に
留
意
し
、
会
員
の
協
力
も

得
て
、
無
事
完
遂
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

な
お
、
温
習
会
に
は
、
会
員
か
ら

の
呼
び
掛
け
も
含
め
、
８
名
も
の
見

学
者
が
あ
り
、
中
に
は
、
近
日
中
に

入
会
見
込
み
の
方
も
い
る
と
の
こ
と

で
有
意
義
な
温
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

宗
家
・
山
元
錦
城
先
生
に
は
、
前

日
の
12
月
５
日
午
後
に
は
、準
師
範
・

師
範
の
「
資
格
審
査
」
と
師
範
へ
の

指
導
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
当
日
６

日
は
、午
前
10
時
か
ら
の
「
温
習
会
」

を
お
聴
き
頂
い
た
後
、
一
緒
に
食
事

会
に
ご
参
加
、午
後
に
は
、「
ご
講
演
」

と
２
日
間
に
も
渡
り
、
ご
指
導
を
頂

き
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
（
茨
城
県
本
部
事
務
局
長

千
葉
城
圀
）

コ
ロ
ナ
下
、
48
組
が
朗
詠

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

　

雅
号　
　
　

県
名　
　
　

取
得
日

村
上
錦
星　
（
広
島
県
）　
　

２
・
11

小
菅
城
弘　
（
滋
賀
県
）　
　

２
・
12

池
上
錦
世　
（
滋
賀
県
）　
　

２
・
12

神
山
城
理　
（
滋
賀
県
）　
　

２
・
12

西
津
錦
彩　
（
滋
賀
県
）　
　

２
・
12

吉
田
錦
已　
（
滋
賀
県
）　
　

２
・
12

岡
田
錦
翔　
（
滋
賀
県
）　
　

２
・
12

杉
本
錦
節　
（
滋
賀
県
）　
　

２
・
12

藤
本
城
修　
（
滋
賀
県
）　
　

２
・
12

芳
本
錦
雅　
（
滋
賀
県
）　
　

２
・
12

高
山
城
富　
（
広
島
県
）　
　

２
・
12

三
重
錦
寿　
（
広
島
県
）　
　

２
・
12

上
村
城
清　
（
鹿
児
島
県
）　

２
・
12

若
松
錦
洋　
（
鹿
児
島
県
）　

２
・
12

吉
原
城
元　
（
鹿
児
島
県
）　

２
・
12

松
元
城
賞　
（
鹿
児
島
県
）　

２
・
12

西
山
城
洲　
（
鹿
児
島
県
）　

２
・
12

上
大
園
城
楓（
鹿
児
島
県
）　

２
・
12

吉
野
城
雨　
（
鹿
児
島
県
）　

２
・
12

中
島
錦
邑　
（
鹿
児
島
県
）　

２
・
12

根
子
城
清　
（
茨
城
県
）　
　

２
・
12

砂
川
城
山　
（
茨
城
県
）　
　

２
・
12

萩
谷
錦
政　
（
茨
城
県
）　
　

２
・
12

◇
新
師
範
の
紹
介
◇

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
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こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
の
は
、

１
月
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
収

束
も
ま
ま
な
ら
ず
、
年
が
明
け
て
し

ま
い
ま
し
た
。
北
海
道
道
南
地
区
の

お
正
月
、
お
節
料
理
と
い
え
ば
、
一

般
的
な
お
節
料
理
と
は
別
に
、鯨
汁
・

魚
漬
け
・
枝
豆
を
塩
で
漬
け
込
ん
だ

豆
漬
け
な
ど
が
あ
り
、
大
晦
日
に
実

家
な
ど
に
集
ま
り
、
一
年
の
労
を
ね

ぎ
ら
い
新
年
を
迎
え
ま
す
。
12
月
に

入
る
と
店
頭
に
は
塩
鯨
が
並
び
、
越

冬
用
に
塩
漬
け
し
た
フ
キ
・
ワ
ラ
ビ
・

筍
は
じ
め
色
々
な
野
菜
に
凍
み
豆
腐

を
入
れ
て
の
鯨
汁
。

　

一
昨
年
の
暮
れ
、
大
晦
日
に
我
が

家
に
届
け
て
く
だ
さ
る
と
約
束
し
た

料
理
の
得
意
な
男
性
会
員
が
、
夕
方

に
な
っ
て
も
見
え
な
く
、
断
念
し
て

年
越
し
を
始
め
ま
し
た
。
１
月
に
入

り
、
ご
家
族
か
ら
の
連
絡
で
突
然
の

脳
疾
患
の
手
術
だ
と
知
ら
さ
れ
、
驚

き
ま
し
た
。

　

始
め
て
面
会
で
き
た
時
は
、
麻
痺

と
言
語
の
リ
ハ
ビ
リ
中
で
し
た
。
２

回
目
の
面
会
に
は
「
先
生
」
と
呼
ん

で
下
さ
り
、
今
度
は
教
場
の
皆
と
来

る
か
ら
頑
張
っ
て
と
約
束
し
ま
し
た

が
、
２
月
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
防
止
の
た
め
、
ご
家
族
の

面
会
も
禁
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

４
月
に
な
る
と
、
彼
は
「
自
宅
で

家
族
と
話
せ
れ
ば
そ
れ
で
良
い
か

ら
！
」
と
反
対
を
押
し
切
っ
て
退
院

し
ま
し
た
。
通
所
リ
ハ
、
自
宅
リ
ハ

の
ご
本
人
の
努
力
は
想
像
を
絶
す
る

頑
張
り
で
し
た
。
言
語
リ
ハ
の
た
め

の
自
宅
で
の
詩
吟
の
稽
古
で
は
、「
詩

吟
も
カ
ラ
オ
ケ
も
全
部
忘
れ
て
思
い

出
せ
な
い
」
と
言
う
彼
に
私
は
、「
身

体
が
覚
え
て
い
る
と
思
う
よ
」と
…
。

　

７
月
に
入
り
、
稽
古
を
始
め
る
機

会
が
訪
れ
、「
最
初
は
、
以
前
温
習

会
で
発
表
し
た
吟
か
ら
ね
。」
と
吟

じ
て
み
る
と
、
全
く
忘
れ
て
な
く
、

二
人
と
も
驚
き
と
喜
び
で
手
を
取
り

合
っ
て
歓
声
を
上
げ
ま
し
た
。

　

半
年
後
の
今
、
詩
文
も
間
違
う
こ

と
な
く
、
し
っ
か
り
と
し
た
発
声
、

感
情
も
伝
わ
っ
て
く
る
こ
の
嬉
し

さ
。
諦
め
る
こ
と
な
く
稽
古
を
続
け

た
ご
本
人
と
ご
家
族
に
、
教
場
の
皆

さ
ん
に
、
そ
し
て
自
分
に
も
拍
手
を

送
り
た
い
！

　

今
年
の
全
国
大
会
は
、
北
海
道
函

館
市
で
開
催
予
定
で
す
。
是
非
、
実

現
に
し
て
頂
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
ご
存
じ
の
通
り
、
情
緒
あ
ふ
れ

る
街
並
み
・
旨
い
も
の
萬
斎
・
良
い

こ
と
づ
く
め
の
函
館
、
そ
し
て
、
函

館
名
物
い
か
踊
り
、
是
非
是
非
、
懇

親
会
も
実
現
出
来
、
い
か
踊
り
も
全

国
の
皆
様
と
踊
る
こ
と
が
出
来
た
な

ら
、
こ
の
上
な
い
幸
せ
で
す
。
函
館

で
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
函
館
支
部
・
竹
内
錦
鈴
）

い
か
踊
り
は
、次
号
で
紹
介
し
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、
久

し
ぶ
り
に
８
頁
の
錦
友
に
な
り
、
次

号
に
回
し
た
原
稿
も
出
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

緊
急
事
態
宣
言
も
全
国
す
べ
て
で

解
除
に
な
り
ま
し
た
が
、
気
を
緩
め

る
こ
と
な
く
感
染
防
止
に
気
を
付
け
、

予
定
通
り
の
行
事
が
全
て
開
催
さ
れ
、

全
国
の
吟
友
に
ま
た
お
会
い
出
来
ま

す
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

リ
ハ
ビ
リ
に
詩
吟
を
頑
張
る
会
員

　

錦
城
流
・
菊
池

錦
鄕
総
師
範
に
指

導
を
受
け
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
秋
吉

久
美
子
さ
ん
、
す

で
に
３
編
ま
で
学

ん
で
「
や
っ
と
杜

甫
に
会
え
た
」
と

教
本
ま
で
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
詩
吟

の
魅
力
を
「
ひ
と

つ
の
詩
の
時
代
の

中
に
ひ
と
り
入
り

込
み
、
声
を
出
し

て
ド
ラ
マ
を
演
じ

ら
れ
る
と
こ
ろ
が
楽
し
い
」「
趣
味

に
没
頭
す
る
ひ
と
と
き
は
、
大
事
な

学
び
の
時
間
」・
・
・
と
。

　

さ
す
が
に
長
い
年
月
、
女
優
と
い

う
道
を
歩
み
、
ま
た
一
方
で
早
稲
田

大
学
院
に
進
み
、公
共
経
営
修
士（
さ

ま
ざ
ま
な
視
覚
か
ら
新
し
い
公
共
の

在
り
方
を
考
え
る
）
等
と
い
う
崇
高

な
学
び
を
な
さ
る
方
の
詩
吟
に
対
す

る
捉
え
方
、
私
た
ち
会
員
も
学
ぶ
と

こ
ろ
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
是
非
こ

れ
か
ら
も
永
く
詩
吟
に
触
れ
て
頂

き
、
い
ろ
ん
な
事
を
発
信
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

実
は
、【
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
】
と
い
う

雑
誌
『（
株
）
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
』
を

買
っ
て
み
た
ら
、
秋
吉
さ
ん
の
記
事

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
し
、
昨
年

12
月
放
送
の
「
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の

肖
像
」
と
い
う
番
組
で
も
秋
吉
さ
ん

の
人
と
な
り
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
錦
城
流
の
詩
吟
を
学
ん
で
い

た
だ
き
感
謝
を
し
て
い
る
一
人
で
ご

ざ
い
ま
す
。

（
福
岡
県
本
部
長
・
東
本
錦
怜
）

ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
（1

0
3
1

号
）
よ
り
抜
粋

　

40
歳
の
時
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

の
ア
ー
ト
ス
ク
ー
ル
カ
レ
ッ
ジ
に
留

学
し
た
り
、
53
歳
で
早
稲
田
大
学
大

学
院
に
入
学
し
た
り
。
勉
強
家
と
し

て
も
知
ら
れ
る
女
優
の
秋
吉
久
美
子

さ
ん
に
と
っ
て
、
ひ
と
り
で
過
ご
す

ひ
と
と
き
は
大
事
な
学
び
の
時
間
な

の
だ
そ
う
。

「
昔
か
ら
、
な
ん
で
も
か
ん
で
も
吸
収

し
て
い
く
こ
と
が
好
き
。
学
ぶ
時
間

に
必
ず
新
し
い
発
見
が
あ
っ
た
り
、

い
ろ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
が
繋
が
っ
て

い
っ
た
り
。
学
び
を
続
け
る
と
も
っ

と
も
っ
と
い
ろ
ん
な
こ
と
を
知
り
た

い
と
思
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
」
そ
ん

な
秋
吉
さ
ん
が
、
特
に
最
近
夢
中
に

な
っ
て
い
る
の
が
、
詩
吟
、
書
、
ヨ
ガ
。

「
詩
吟
は
漢
詩
が
学
べ
る
し
、
西
郷

隆
盛
だ
っ
た
り
、
橋
本
左
内
だ
っ
た

り
、
そ
う
い
う
偉
人
た
ち
が
事
に
当

た
っ
て
書
い
た
句
を
吟
じ
る
こ
と

で
、
そ
の
当
時
の
心
境
に
も
触
れ
ら

れ
る
。
書
は
、
何
の
字
を
書
く
か
と

い
う
と
こ
ろ
に
芸
や
知
性
が
問
わ
れ

る
し
、
ヨ
ガ
は
筋
肉
の
動
か
し
方
に

つ
い
て
毎
回
新
し
い
発
見
が
あ
る
の

が
楽
し
い
ん
で
す
」

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

女優秋吉久美子さんが

　錦城流詩吟を趣味に

［
好
き
な
漢
詩
が
学
べ
て
芝
居
に
も

役
立
つ
。］

「
中
学
生
の
頃
か
ら
漢
詩
に
興
味
が

あ
っ
た
の
で
す
が
、
た
ま
た
ま
妹
が

詩
吟
を
や
っ
て
い
て
、
し
か
も
雅
号

ま
で
も
ら
っ
て
い
る
と
聞
き
、
私
も

急
い
で
始
め
ま
し
た
（
笑
）。
詩
吟

の
魅
力
は
、
漢
詩
が
学
べ
て
、
声
が

出
せ
て
、
集
中
で
き
る
の
は
も
ち
ろ

ん
、
過
去
の
中
国
に
も
平
安
時
代
に

も
タ
イ
ム
ト
リ
ッ
プ
で
き
る
と
こ

ろ
。
ま
た
、
好
き
な
詩
だ
と
感
情
移

入
も
で
き
る
の
で
、
お
芝
居
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
も
な
る
ん
で
す
。
ひ

と
つ
の
詩
の
時
代
の
中
に
ひ
と
り
入

り
こ
み
、
声
を
出
し
て
、
ド
ラ
マ
を

演
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
楽
し
い
」

　

師
は
菊
池
錦
鄕
氏
。
び
っ
し
り
と

書
き
込
ま
れ
た
テ
キ
ス
ト
は
、

「
３
冊
目
に
し
て
、
や
っ
と
杜
甫
に

会
え
た
！
」
と
秋
吉
さ
ん
。


